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本アプリケーションノートの目的

1. 鏡を活用可能な場面の明確化

2. 鏡を利用した場合の計測精度の検証
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鏡を活用可能な場面

• 現場が狭く、３D計測装置と計測対象物との所定の対物距離を設定できない場合。
– Rhino-01 (LCG-01) では、最小350mm
– Rhinon-02 (LCG-02)では、最小160mm

• ラック設置の配管など、持ち上げる高さを極小にしたい場合。

• フランジと壁の間、配管と配管の間など、直接計測が不可能な場合。
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鏡を活用した場合の精度検証

2017/8/21 4



利用機材と設定

利用機材

• スキャナー
– LCG-02

• Serial number = 152043

• 計測ソフトウェア
– 3DSL-NDT Portfolio、Version 2.5.3.240

• 解析ソフトウェア
– PAS、Version 1.4.2

• 計測対象物
– スーパーインバー製試験片

• 鏡
– Napure Mirror (堀内鏡工業製))

設定

• スキャナーは三脚に固定

• 天井の蛍光灯はオフ

• 計測対象物との中心距離、２０ｃｍ
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今回利用した鏡の仕様（一例）
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鏡 ((Napure Mirror (堀内鏡工業製))



試験片仕様

製造図面 CMMでの計測値
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本試験片は、熱膨張係数が極めて小さい、スーパーインバー製
であり、計測精度の検証用試験片として設置場所や温度など
に左右されず、安定した結果が得られる。

今回の試験では、中心値を使う。



解析ソフトウェアPASの設定
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デフォルト設定を利用



直接計測した場合
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スーパーインバーを直接スキャン



直接計測した場合のスキャン画像
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テクスチャ有 テクスチャ無



直接計測した場合の解析結果
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Area to analyze in the next slide

半径 30.04mm
（CMM計測値 = 29.996mm）

中心部 2.50mm



鏡を使って計測した場合
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鏡写真



鏡を使って計測した場合のスキャン画像
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テクスチャ有 テクスチャ無

文字Ｂが鏡使用の為
左右反転している



鏡を利用した場合の解析結果
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Area to analyze in the next slide

半径 30.23mm
CMM value = 29.996mm



解析結果

Item 設計値 CMM 計測値
直接計測結果

（CMMとの差）
（％）

鏡を利用した計測結果
（CMMとの差）

（％）

中心部の半径
30.00mm 29.996㎜

30.04mm
(+0.044mm)

(+0.15%)

30.23mm
(+0.234mm)

(+0.78%)

中心部の深さ 2.50mm 2.495㎜
2.50mm

(+0.005mm)
(+0.20%)

2.50mm
(+0.005mm)

(+0.20%)
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